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眞さんのつぶやきで検索 ｆｂ も宜しく 

六
月
九
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
定

例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会

計
補
正
予
算
一
億
４
千
万
円
余
の

他
、
１５
議
案
を
可
決
承
認
し
て
閉
会

し
ま
し
た
。
中
で
雲
南
市
指
定
金
融

機
関
に
つ
い
て
。
こ
れ
ま
で
山
陰
合

同
銀
行
と
Ｊ
Ａ
雲
南
で
２
年
の
相
互

交
代
制
で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。 

合
併
か
ら
十
年
が
経
過
し
、
事
務

量
の
増
大
と
複
雑
化
に
伴
い
リ
ス
ク

が
増
加
す
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
交
代

制
を
廃
止
。
㈱
山
陰
合
同
銀
行
を
改

め
て
指
定
金
融
機
関
に
指
定
し
ま
し

た
。
十
一
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。 

六
月
補
正
、
旧
法
務
局
整
備
な
ど
一
億
四
千
二
百
万
円
。 

文
部
科
学
省
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人

材
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

す
る
モ
デ
ル
事
業
。
全
国
１４
地
域
の

一
つ
に
採
択
さ
れ
今
後
４
年
間
継
続

実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

予
算
は
約
七
十
万
円
余
。
世
界
に

羽
ば
た
く
子
供
た
ち
を
育
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

吉
田
町
の
見
所
吉
田
公
園 

 

昭
和
三
年
・
四
年
に
掛
け
て
建
設

さ
れ
た
自
然
公
園
で
す
。 

昭
和
天
皇
の
ご
大
典
記
念
事
業
と

し
て
吉
田
村
に
公
園
を
作
ろ
う
と

い
う
機
運
が
生
ま
れ
、
設
計
を
吉
田

村
出
身
、
彫
刻
界
の
巨
匠
・
内
藤
伸

先
生
に
依
頼
す
る
こ
と
に
な
る
。 

多
忙
な
先
生
の
帰
郷
に
合
わ
せ
工

事
に
着
手
。
田
部
家
と
村
民
挙
げ
て

作
業
に
協
力
し
て
完
成
し
た
。 

当
時
の
村
予
算
、
二
万
五
千
円
の
時

代
に
一
万
円
を
要
し
た
と
云
わ
れ

る
。
「
公
園
は
単
な
る
遊
び
場
で
は

な
く
、
こ
こ
に
来
る
人
の
心
を
蘇
ら

せ
る
心
遣
い
が
必
要
」
。
土
地
の
春

夏
秋
冬
の
自
然
美
、
人
情
風
俗
ま
で

理
解
し
て
設
計
工
事
に
当
た
り
、

「
山
川
草
木
の
恩
を
知
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
」
と
先
生
自
ら
連
日
現
場
で
陣

頭
指
揮
に
あ
た
ら
れ
た
と
云
う
。 

町
内
・
吉
田
川
が
一
望
で
き
る
位
置

に
「
聴
流
閣
」
、
友
と
盃
を
酌
み
交

わ
す
「
愛
郷
庵
」
、
頂
上
に
は
「
峯

吉田公園 山つつじの名所。この
公園の中心に内藤伸先生の代表作
「子安観音像」が安置されている。 

雲
南
市
名
誉
市
民
に 

陶
山
吉
郎
先
生 

 
 

 

今
議
会
で
三
刀
屋
町
の
陶
山
吉
郎

先
生
を
名
誉
市
民
に
推
挙
し
た
い
旨

同
意
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
議
会

全
員
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。 

陶
山
先
生
は
平
成
病
院
創
設
者
で

あ
り
雲
南
市
医
師
会
長
、
県
教
育
委

員
長
な
ど
要
職
を
歴
任
。
「
平
和
を
」

の
永
井
隆
博
士
と
先
輩
後
輩
の
間

柄
。
親
交
が
あ
り
永
井
隆
平
和
賞
に

尽
力
さ
れ
た
。
十
一
月
の
十
周
年
記

念
式
典
で
伝
達
さ
れ
ま
す
。
益
々
健

康
で
ご
活
躍
を
祈
り
ま
す
。
８６
歳
。 

吉
田
町
小
中
学
校
と
三
刀
屋
高
校 

英
語
教
育
強
化
拠
点
校
に
指
定 

の
平
」
な
ど
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。

調
査
に
よ
れ
ば
草
木
も
珍
し
い
品
種
が

在
る
と
い
わ
れ
自
然
観
察
に
も
適
す
。 

公
園
の
中
央
に
安
置
さ
れ
た
「
子
安

観
音
像
」
は
巨
匠
・
内
藤
伸
先
生
の
代

表
作
。
昭
和
２６
年
、
田
部
家
と
村
民
の

浄
財
五
十
万
円
を
以
っ
て
設
計
を
内
藤

伸
先
生
に
依
頼
。
建
坪
5
坪
、
高
さ
23

尺
の
六
角
観
音
堂
が
建
立
さ
れ
た
。 

翌
27
年
5
月
、
大
本
山
・
永
平
寺
貫

主
・
熊
沢
泰
禅
禅
師
を
大
導
師
に
迎
え
、

盛
大
に
開
眼
供
養
が
営
ま
れ
た
。 

毎
年
5
月
3
日
は
保
育
園
児
の
稚
児

行
列
、
ご
詠
歌
の
献
歌
な
ど
子
安
観
音

祭
が
盛
大
に
行
わ
れ
る
。
子
宝
を
望
む

カ
ッ
プ
ル
の
他
、
孫
を
連
れ
た
お
礼
参

り
な
ど
多
く
の
参
拝
者
で
に
ぎ
わ
う
。 

島
根
原
発 

安
対
協
を
設
置 

 

３
・
１
１
福
島
原
発
事
故
を
契
機
と

し
て
雲
南
市
は
予
め
「
原
子
力
災
害
対

策
」
を
実
施
す
る
区
域
に
含
ま
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
「
中
国
電
力
」
に

対
し
て
「
安
全
協
定
締
結
」
を
求
め
て

い
ま
す
が
未
だ
実
現
し
て
い
ま
せ
ん
。 

今
後
、
県
や
松
江
市
と
同
様
原
発
の

周
辺
環
境
へ
の
影
響
、
安
全
対
策
等
の

説
明
を
す
る
と
共
に
様
々
な
意
見
を

お
聴
き
す
る
た
め
「
原
発
環
境
安
全
対

策
協
議
会
」
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
市
長
が
会
長
。
議
会
か
ら
３

名
、
各
種
団
体
、
公
募
委
員
３
名
を
含

め
全
３５
名
以
内
で
構
成
さ
れ
ま
す
。 

編
集
後
記 

関
東
地
方
で
は
時
期
は
ず
れ
の

ヒ
ョ
ウ
が
降
っ
た
と
か
。
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
は

ど
う
な
る
か
。
平
穏
な
梅
雨
明
け
が
待
た
れ

ま
す
。
健
康
第
一
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
眞 

 

橋
銘
板
被
害
相
次
ぐ 

市
内
１７
橋 

 

市
道
に
架
か
る
山
間
地
の
橋
が

被
害
に
あ
っ
て
い
ま
す
。
推
定
被
害

額
は
百
５
０
万
円
余
（
６
月
１１
日

現
在
）
。
吉
田
町
民
谷
の
「
二
十
一

世
紀
未
来
橋
」
も
被
害
に
遭
い
ま
し

た
。
合
併
前
に
民
谷
分
校
の
児
童
が

命
名
し
橋
名
を
書
い
て
く
れ
た
も

の
で
す
。
心
無
い
仕
業
は
残
念
で
す 

 

山間地の橋が狙われ
ています。ボルトを曲
げたりして盗難防止
策が行われています。 


